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前報で筆者は，実験により作出された地這キウリの4倍体は実用に乏しい種々の特性をもつ

ことを報告した9）.今回はその後代を累年栽培してえらんだ3年目のCー9－3植物について

疲告する.本植物の外観における草姿フ花形フ及び種子のしいななどは，基本的には前報に報

告した如くである.即ち草型は図版3・4に示す如く，概して地表占有面積少なくずんぐり型で

あり子葉の展開した形も厚肉で丸味をおびている.花形は不規則な花弁の裂開がなくなり，整

った大型の安定した4倍体特有の形となっている，種子の稔実は交配でセルフを繰返してい－る間

は極めて悪かつたが，同系相互の花粉を配する様になったら幾分よくなり形は巾広型である.

Cr9－3植物－と，もとの2倍体の間で正逆交雑を試みたところC－9－3（4π）×2πは12花－の交

配セ4顆が得られフ2π×e－9一3（4π）－では10花交配したが廟が得られなかった・C－9－3（4π）×2π

の射暉からは楷圧による調査でフ1顆当り2一3粒の充実種子らしいもの－が得られた.これに

ついては更に実験を重ねてあらためて報告したい.顆形は図版5～8に見られるように，－肩張

り強く，大型となり肉厚な点は2倍体に比較して極めて特徴的である.特にミヘボ全など多く

出るわけではなかった.図版9～10は根端細胞における染色体を2倍体と比較して示したもの

で，50枚程のプレパラートにつき調べたところでは，常によく揃ったお個の染色体が観察され

た.

以上の様な材料について育種材料研究の目的で形態的な特性と生理的な特性を知る基礎的な

実験として主に細胞の単位での次の様な実験を行った.

材料及方法

上記C－9－3植物は始めに述べた如く，前報の実験で作出されたもので累代栽培してストッ

クしてあるものを用い，対象のそれは処理前代から維持して来た個体である・栽培は露地とど

こ∴ルハウスで行い，各年とも露菌病と害虫駆除のため枇酸鉛加用石灰ボルドー液及びダイセ

ンを2回ずつ撒布した外は特別の手入れは行わなかった・又ビニールハウスと露地栽培では初期

成育でビニールハウスが早かつたが最終的には大きな差はなかった，実験に用いた種子はすべ

て，交配して得た顆からのものを用い他のものは用いなかった.毛茸は薬の表皮で，葉肉組一顧

9）は引用文献軍営を示す.


















